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一般会計決算特別委員会質疑

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
を
紛

失
し
た
際
の
再
発
行
手
数
料
は
500

円
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
入
り
住
民
票
の
手
数
料

は
300
円
で
あ
り
、
200
円
の
開
き
が
あ
る
。
番

号
の
証
明
は
ど
ち
ら
も
可
能
で
あ
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る

の
か
。

発
行
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら

も
市
の
手
数
料
条
例
で
定
め
て
お

り
、
通
知
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
国
が
作
成
費

用
等
を
算
定
し
た
基
準
額
の
500
円
に
準
じ
て

い
る
。
ま
た
、
住
民
票
に
つ
い
て
は
、
提
出

先
に
よ
っ
て
、
発
行
か
ら
３
か
月
以
内
な
ど

有
効
期
限
を
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る

が
、
通
知
カ
ー
ド
は
永
続
的
に
利
用
で
き
る
。

問

考
え
る
が
、
本
市
で
活
用
す
る
場
合
の
問
題

点
は
何
か
。

同
制
度
は
府
内
で
も
導
入
し
て
い
る

自
治
体
が
あ
る
た
め
、
研
究
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
る

企
業
・
商
店
・
団
体
等
の
確
保
が
困
難
で
あ

る
こ
と
、
継
続
し
て
購
入
し
て
い
た
だ
け
る

か
と
い
う
こ
と
、
事
務
等
に
か
か
る
費
用
対

効
果
等
、
考
慮
す
べ
き
点
が
多
く
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

（※ 1） 共同受注システム ： 市立かしの木園を窓口として、 受注を一元管理することにより、 市内事業所の活性化を図り、　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 工賃向上に寄与する仕組み

一
般

委
員

会
計
決
算
特
別

会

会 計 区 分 歳入決算額 歳出決算額 差　引

一 般 会 計 85,900,010,442 84,575,066,834 1,324,943,608

特
別
会
計

財 産 区 5,333,711,380 92,232,689 5,241,478,691

国 民 健 康 保 険 事 業  33,393,628,998 33,237,532,126 156,096,872

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 3,408,560,771 3,285,839,550 122,721,221

介 護 保 険 事 業 15,821,424,857 15,549,629,079 271,795,778

合 計 143,857,336,448 136,740,300,278 7,117,036,170

下 水 道 等 事 業 会 計
（ 収 益 的 収 支 ） 7,241,125,615 6,424,850,337 816,275,278

水 道 事 業 会 計
（ 収 益 的 収 支 ） 5,716,977,577 4,878,897,549 838,080,028

[ 平成 27 年度各会計別歳入歳出決算額 ］ （単位：円）

平成27年度決算を認定

一般会計決算特別委員会での関係書類審査風景

　平成 27年度一般会計・特別会計決算は、一般会計決算特別委員会
及び各常任委員会で審査後、９月 23日の本会議で認定しました。

市
は
財
政
状
況
が
厳
し
い
状
況
に
あ

る
と
言
う
一
方
で
、
財
政
調
整
基
金

の
積
立
額
は
、
平
成
27
年
度
３
月
補
正
で
新

た
に
５
億
円
積
み
増
し
、
前
年
度
の
約
２
倍

の
9.3
億
円
を
積
み
立
て
て
い
る
。
財
政
は
厳

し
い
と
言
っ
て
も
、
市
民
は
納
得
が
い
か
な

い
と
考
え
る
が
、
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

財
政
調
整
基
金
は
、
地
方
自
治
法
、

地
方
財
政
法
、
条
例
に
基
づ
き
、
決

算
剰
余
金
の
２
分
の
１
を
積
み
立
て
て
い

る
。
ま
た
、
年
度
末
に
生
じ
た
財
源
を
将
来

の
た
め
に
積
み
立
て
る
こ
と
は
、
法
に
基
づ

く
健
全
化
の
取
り
組
み
で
、
厳
し
い
財
政
環

境
の
中
で
も
進
め
て
い
く
べ
き
取
り
組
み
と

認
識
し
て
い
る
。

問答

 

基
金
積
み
立
て
増
額
の
理
由
は

　
日
本
共
産
党

　
　
　
　
　
　
　
朝
田
　
　
充

答

 

通
知
カ
ー
ド
と
住
民
票
の
差
異
は

　
大
阪
維
新
の
会･

茨
木
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
中
井
　
高
英

平
成
27
年
度
の
図
書
館
全
館
の
雑
誌

購
入
額
が
646
万
6
千
833
円
、
雑
誌

購
入
数
が
610
誌
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
企

業
等
に
雑
誌
の
購
入
資
金
を
負
担
し
て
い
た

だ
く
代
わ
り
に
、
雑
誌
の
カ
バ
ー
に
ス
ポ
ン

サ
ー
名
や
広
告
を
掲
載
す
る
雑
誌
ス
ポ
ン

サ
ー
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
図
書

館
の
雑
誌
購
入
費
用
の
軽
減
に
つ
な
が
る
と

問

答

 

図
書
館
に
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
を

　
一
般
会
計
決
算
特
別
委
員
会
は
、委
員
長
に
山
本
隆
俊
委
員
（
大

阪
維
新
の
会
・
茨
木
）
を
選
任
し
、
９
月
12
日
・
13
日
・
14
日
に

関
係
書
類
の
審
査
を
行
っ
た
の
ち
、
15
日
に
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
９
月
23
日
の
本
会
議
で
認
定
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
一
般
会
計
決
算
特
別
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
応
答
の
要
旨

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。



7 平成28年 (2016年) 11月1日発行
市議会だより No.220

一般会計決算特別委員会質疑

市
議
会

だ
よ
り

現
在
、
通
訳
は
、
市
教
育
委
員
会
に

登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、
保
護
者
の

母
語
に
堪
能
で
、
学
校
教
育
に
理
解
の
あ
る

方
を
採
用
し
て
お
り
、
保
護
者
向
け
の
入
学

説
明
会
等
で
通
訳
を
実
施
し
て
い
る
が
、
そ

れ
以
外
で
通
訳
が
必
要
な
方
が
お
ら
れ
た

り
、
緊
急
性
が
あ
る
と
き
な
ど
の
た
め
に
、

地
域
人
材
も
発
掘
し
、
活
用
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
い
く
。

た
団
体
は
３
団
体
と
少
な
い
。
こ
の
制
度
が

提
案
公
募
型
で
あ
り
、
審
査
手
続
等
の
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
た
め
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
こ

の
制
度
の
周
知
に
つ
い
て
は
徹
底
し
て
い
る

の
か
。

提
案
公
募
型
と
し
て
取
り
扱
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
５
万
円
の
補
助
額
に
対

し
て
、
必
要
な
手
続
き
等
が
多
い
と
い
う
意

見
も
聞
い
て
い
る
。
28
年
度
か
ら
は
窓
口
で

も
申
請
を
受
け
付
け
て
お
り
、
本
制
度
を
活

用
す
る
団
体
は
増
え
て
い
る
が
、
今
後
、
よ

り
多
く
の
団
体
が
活
用
し
、
障
害
者
の
積
極

的
な
社
会
参
加
に
つ
な
が
る
よ
う
制
度
の
周

知
等
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（※ 1） 共同受注システム ： 市立かしの木園を窓口として、 受注を一元管理することにより、 市内事業所の活性化を図り、　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 工賃向上に寄与する仕組み

待
機
児
童
解
消
へ
向
け
、
小
規
模
保

育
施
設
整
備
や
定
員
の
弾
力
化
等
を

進
め
て
い
る
も
の
の
、
待
機
児
童
問
題
は
解

消
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
一
方
で
、
待
機
児

童
保
育
室
は
定
員
に
達
し
て
い
な
い
な
ど
、

施
設
等
と
保
護
者
ニ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が

で
き
て
い
な
い
と
感
じ
る
が
、
問
題
解
消
に

向
け
た
市
の
方
針
や
取
り
組
み
は
。

施
設
等
と
保
護
者
ニ
ー
ズ
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
認
識

し
て
お
り
、
待
機
児
童
解
消
施
策
と
合
わ
せ

て
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
保
育
の
受
皿
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
課
題
で
あ
る
１
歳

か
ら
３
歳
児
の
受
皿
拡
充
の
た
め
、
小
規
模

保
育
事
業
所
３
か
所
の
新
設
な
ど
、
新
た
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
も
進
め
て
い
る
。

平
成
27
年
３
月
の
条
例
改
正
で
福
祉

事
業
充
当
基
金
が
福
祉
事
業
推
進
基

金
と
な
り
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
子
ど
も
の

社
会
福
祉
の
推
進
を
図
る
た
め
の
事
業
に
活

用
で
き
る
よ
う
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
市

立
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
か
し
の
木
園

で
の
、
共
同
受
注
シ
ス
テ
ム
（
※
１
）
を
実

施
し
て
い
る
が
、
そ
の
成
果
は
ど
う
か 

。

共
同
受
注
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
、
就

労
支
援
福
祉
金
に
か
わ
る
工
賃
向
上

へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
27
年
度
よ
り
本
格

実
施
し
、
受
注
実
績
は
上
が
っ
て
お
り
、
平

均
工
賃
月
額
も
１
万
２
千
910
円
と
、
前
年
度

に
比
べ
346
円
の
増
額
と
な
り
、
市
内
事
業
所

の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。
引
き
続
き
、
市
内
事
業
所
の
状
況

や
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
無
理
な
負

担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
進
め
て
い
く
。

障
害
者
社
会
参
加
促
進
事
業
補
助
金

に
つ
い
て
、
平
成
27
年
度
で
利
用
し

問答

 

障
害
者
就
労
支
援
促
進
策
の
成
果
は

  
茨
木
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
　
　
　

　
　
　
　
　     

米
川
　
勝
利

市
内
で
の
二
次
救
急
医
療
体
制
が
十

分
で
は
な
い
た
め
、
平
成
26
年
４
月

か
ら
３
つ
の
補
助
金
を
設
け
た
結
果
、
市
内

病
院
へ
の
救
急
搬
送
率
、
搬
送
数
、
不
応
需

率
に
お
い
て
改
善
の
成
果
を
も
た
ら
し
た
と

評
価
し
て
い
る
が
、
市
は
こ
の
制
度
を
ど
の

よ
う
に
総
括
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
補
助

金
以
外
の
取
り
組
み
は
何
か
行
っ
た
の
か
。

補
助
制
度
に
よ
り
、
市
内
救
急
医
療

機
関
へ
の
搬
送
状
況
は
大
き
く
改
善

し
、
各
病
院
に
お
い
て
一
定
の
救
急
患
者
を

受
け
入
れ
る
体
制
は
整
っ
た
と
考
え
て
い
る

問

答

 

補
助
金
周
知
と
申
請
方
法
の
検
討
を

　
民
主
ネ
ッ
ト
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
中
村
　
信
彦

問答 　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
泰
典

市
内
に
外
国
人
の
方
が
増
え
、
小
・

中
学
校
へ
の
転
入
生
も
増
加
し
て
い

る
中
、
保
護
者
向
け
の
支
援
と
し
て
通
訳
を

実
施
し
て
い
る
が
、
そ
の
通
訳
者
は
ど
の
よ

う
な
方
か
。
ま
た
、
地
域
に
は
通
訳
で
き
る

方
が
多
数
お
ら
れ
る
と
思
う
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
き
め
細
か
く
対
応
す
る
た
め
に
、

地
域
の
力
を
借
り
て
は
ど
う
か
。

問

答

 

通
訳
に
地
域
人
材
の
活
用
を

　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
上
田
　
嘉
夫

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
順
子

 

二
次
救
急
搬
送
補
助
制
度
の
総
括
は

問答

 

待
機
児
童
解
消
へ
の
取
り
組
み
は

が
、
27
年
度
実
績
か
ら
、
今
後
は
市
内
搬
送

率
の
大
幅
な
改
善
は
見
込
め
な
い
と
予
測
し

て
お
り
、
補
助
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
見

直
す
必
要
が
あ
る
。
補
助
金
以
外
の
取
り
組

み
と
し
て
は
、
二
次
救
急
の
受
入
体
制
強
化

の
た
め
に
病
院
長
、
事
務
長
会
議
へ
の
働
き

か
け
を
行
っ
た
。


